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P02. 活動報告
ヘイケボタルのDNA解析
千葉市未来の科学者育成プログラム

～科学者への道～
かずさの森のDNA教室
教育連携校の分子生物学講座

P14. 遺伝子ってなんだろう?
脳オルガノイドの性分化
腸内細菌の遺伝的アップグレード

研究紹介
新たなソメイヨシノ開花予測技術の開発
植物による物質生産技術
植物鉢の無人搬送装置の開発
血液中のタンパク質の大規模解析
トマトの雄性不稔遺伝子を特定
ハマタマボウキのゲノム解読

特集:
地球バイオゲノム計画
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ダーナがTwitterを
はじめました

かずさDNA研究所の公式キャラクター「ダーナ」
が、研究所の活動を広く皆様に知っていただくため
にTwitterをはじめました。

研究所の成果やイベント情報、DNAの豆知識な
どをつぶやきます。携帯電話でQRコードを撮影す
るとアクセスできます。パソコンの場合はURLか
らご覧ください。
URL:https://twitter.com/Kazusa_DNA
アカウント名:Kazusa_DNA

生物が大好きで、DNAについて猛勉強中。将来
DNA研究で世の中の役に立ちたいという夢がある。
語尾に「だーな」とつけてしまうのが癖。

本アカウントは、公益財団法人かずさDNA研
究所の広報・研究推進グループが運用します。
リプライ・ダイレクトメッセージには対応してお
りませんので、予めご了承ください。

お問い合わせはメールにてお願いいたします。 
kdri-kouhou@kazusa.or.jp

MS＆ADゆにぞんスマイルクラブ
３月11日、かずさDNA研究所は、あいおいニッ

セイ同和損害保険株式会社の社内募金制度「MS＆
ADゆにぞんスマイルクラブ」を通して寄付をいた
だきました。この度のご支援は、両者の活動を知る
勝又自動車株式会社のご紹介により実現しました。
いただいた寄付は、弊所の理科教育支援活動に活用
させていただきます。
MS＆ADゆにぞんスマイルクラブ: https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/social.html

左から 勝又自動車株式会社 勝又様、あいおいニッセイ同和損
害保険株式会社 伊豆川様、弊所所⾧ 田畑
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表紙の写真
地球バイオゲノム計画では、150万にものぼる全ての

真核生物種のゲノム配列情報を10年間でカタログ化する
ことを目指します。表紙には、ゲノム解読に関する49の
提携プロジェクトのホームページに示されたサムネイル
を並べました。

1月中旬から3月中旬まで、新型コロナウイルス感染第６
波のため大部分のイベントが中止または延期になりました。
残念ながら予定していた研究所見学9件、出前授業3件、リ
モート実験3件が実施できませんでした。見学が修学旅行の
中止でなくなったり、リモート実験が校内感染によって実
施できなくなったという学校もありました。

DNA倶楽部会員企画「ひとりから見学」「実験教室」も
やむなく来年度に延期しました。開催予定は、改めてDNA
倶楽部メールでお知らせします。

来年度の状況の好転を祈りつつ、みなさまとお会いでき
る機会を心よりお待ちしております。

❖オンライン講座（オンライン）
2月11日(祝・金):子どものハローワーク講座

科学者への道（千葉市教育委員会主催）

❖リモート実験（オンライン）
3月7日(月):八千代松陰高等学校

❖分子生物学実験講座(所内)
3月25日(金):かずさの森のDNA教室
3月28日(月):かずさの森のDNA教室
3月29日(火):千葉県立木更津高等学校
3月30日(水):千葉県立木更津高等学校

イベント等の報告
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ヘイケボタルのDNA解析
千葉県立松戸南高等学校科学研究部では、生物

多様性を守ることを目的に、ヘイケボタルの遺伝
的多様性調べています。1月9日、寒さが厳しい早
朝から松戸を出て、8名の生徒と先生がDNA解析
実習に参加してくれました。DNAの解析により、
飼育で増やした個体を別の場所に放しても多様性
に問題がないかなど、興味深い知見が得られると
期待されています。

千葉市未来の科学者育成
プログラム ～科学者への道～

千葉市では、科学に高い興味・関心をもつ中高
生を対象に質の高いプログラムを提供し、未来の
科学者を目指す意欲を高めるための活動を行って
います。2月11日の「科学者への道」オンライン
講演会の第1部では、千葉市出身の山下了東京大学
特任教授が「素粒子実験で宇宙を読み解く」とい
うタイトルで講演されました。つづく第2部では、
弊所の平岡桐子主任研究員も加わり、「理工系分
野の女性の活躍」をテーマに、4名の研究者による
パネルディスカッションを行いました。

理工系の分野は、未だに女性が活躍しにくいと
いう認識がありますが、それを打破しようとする
文部科学省の試みや、千葉大学の育児支援なども
紹介されました。パネラーからは、これまでの
様々な取り組みのおかげで昔に比べて女性だから
活躍できないという風潮は感じなくなってきてい
るという意見が多くありました。誰もが自由に活
躍できる分野になると良いですね。

活動報告
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問題４

問題５

問題６

ある疾患の早期診断や治療効果などの指標とな
る、血圧や心電図などの生体データや血液中の
タンパク質などの生体物質データを合わせて何
と呼ぶでしょうか?

A: おくすり手帳 B: 人間ドック
C: バイオマーカー D: 電子カルテ

タンパク質は３つの塩基で指定される20種類の
アミノ酸がつながったものです。３つの塩基の
組み合わせは64通りありますが、アミノ酸を指
定しないものは何種類あるでしょうか?

A: １種類       B: ３種類
C: ６種類         D: すべてアミノ酸を指定      

動物、植物や菌類などの真核生物は、核ゲノム
の他に、別の細胞小器官に独自のゲノムをもっ
ています。大昔に細胞内共生したと考えられて
いる、この細胞小器官はなんでしょうか?

A: 液胞 B: ミトコンドリア
C: ゴルジ体 D: リソソーム



活動報告
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かずさの森のDNA教室
千葉県内の中高生向けに開かれるこの講座は、

開所より続く伝統の講座です。2020年3月は新型
コロナの影響で中止になりましたが、感染状況の
やや落ち着いた時期を見計らって2021年、2022
年と続けて3月に開催しました。

本年は2日間で17名のみなさんに参加していた
だきました。内容は「お酒に強い?弱い?ALDH2
遺伝子の解析」です。学校では密集を避けるため
に実験授業が大幅に減少していると聞いています
が、参加したみなさんは、元来の理科好き、実験
好きと見えて手技もよく、良好な結果に行き着き
ました。DNAやバイオテクノロジー、研究者への
道に関してなど、
さまざまな質問が
出て、楽しい春休
みの1日となりま
した。

教育連携校の
分子生物学講座

千葉県立⾧生高等学校（茂原市）と千葉県立木
更津高等学校（木更津市）は、文部科学省指定の
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）です。
研究所は2校と教育連携協定を結び先進的な理科教
育の推進にさまざまな支援を行っています。特に
所内で実施する講座では、ハードルの高い遺伝子
組換え実験を含む実習を行っています。バイオハ
ザードについて学び、研究者としての基本的な態
度について考えてもらいます。

2021年度は、⾧生高校は12/15,22に39名、木
更津高校は3/29,30に15名が参加し「大腸菌の力
を借りて、オワンクラゲの発光を再現」する実験
講座を実施しました。所内見学では、最先端の１
分子シーケンサー（DNA解析装置）の能力に感嘆
の声を上げていました。

このコーナーではゲノムに関するクイズを出題
します。答えはかずさDNA研究所のHPに掲載。
(https://www.kazusa.or.jp/newsletter/)

挑戦!あなたもゲノム博士
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A: レッドカード B: レッドリスト
C: 国内希少動植物 D: イエローカード

問題１
国際的には国際自然保護連合が、国内では環境
省などが作成している「絶滅のおそれのある野
生生物種」をリストアップしたものを何と呼ぶ
でしょうか?

問題２

問題３

2021年10月1日時点で、存在が知られている生
物の全種数は212万8,000とのことですが、国際
自然保護連合が、絶滅危惧種に指定した種数は
いくつでしょうか?

A: 226 B: 8,404 C: 38,543 D: 138,374

生命活動に必要な遺伝情報はDNAに書き込まれ
ていますが、遺伝子からタンパク質をつくるた
めに、遺伝子部分が転写されてできる物質は何
でしょうか?

A: メッセンジャーRNA B: リボソームRNA
C: トランスファーRNA D: マイクロRNA
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ゲノムは生命の設計図
全ての生き物は、自分らしさを表現するための

遺伝情報をもっているのじゃ。情報はDNAの形で
書き込まれているのじゃが、全ての情報のセット
は“ゲノム”と呼ばれ、生命の設計図として働くん
じゃよ。かずさDNA研究所は早くからゲノム解読
に取り組んでおって、1996年には世界で３番目と
なる「ラン藻」の設計図を明らかにしたのじゃ。
ラン藻は植物でもないのに光合成をするのじゃ
ぞ。そもそもDNAは、T (チミン)、C (シトシン)、
A (アデニン)、G (グアニン)で表わされる４つの塩
基が⾧ーくつながった物質で、塩基の並び方にそ
の生物の遺伝情報が隠されているんじゃ。

遺伝暗号の解読
DNAに書き込まれた遺伝情報は、生命活動に必

要ないろいろなタンパク質をつくるための大切な
暗号なのよ。タンパク質は、20種類のアミノ酸が
いくつも並んでつながった高分子化合物で、それ
が複雑に折りたたまれていて、大きさ、形、性質
や働きがみんな違っているのよ。

どうやって、T、C、A、Gの並びがアミノ酸の並
びになり、いろいろなタンパク質ができるのか、
この遺伝暗号を解いたのが、米国のR.W. ホー
リー、H.G. コラナとM.W. ニーレンバーグで、

150万にものぼる地球上に確認され
ているすべての真核生物種のゲノム
配列を調べるんだって。

ゲノムってなーに?

特集:
地球バイオゲノム計画

ゲノムの並び方が分かった後は、
この４文字で書かれた暗号を解
く必要があるのよ。

GGACTC . . . ４つの文字
が並んでいるだけで、なん
にもわかんないよ。
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遺伝子ってなんだろう?

腸内細菌の遺伝的
アップグレード

私たちのおなかの中には、海苔や海藻の繊維質
を分解する特別な腸内細菌がいることが知られて
います。Bacteroides plebeius（バクテロイデ
ス・プレビウス）と呼ばれるこの細菌は、もとも
とこの分解能を持っていたわけではなく、海にい
る微生物から分解にかかわる遺伝子を獲得したと
いわれています。しかしどのように遺伝子を獲得
しているのかは不明なままです。

研究グループではまず、海藻を分解する能力を
もった腸内細菌がどのくらいいるのかをヒトと動
物の腸内細菌のコレクションを使って調べました。
その結果、以前考えられていたよりも多くの腸内
細菌が、様々な海藻繊維分解酵素をつくる遺伝子
（細菌間で移動可能なDNA配列）をもっているこ
とがわかりました。また、マウスを使った実験で、
食事として海藻の繊維成分が与えられたとき、分
解能をもつ腸内細菌が生着しやすくなることを明
らかにしています。さらに、2,440人の腸内細菌
のデータを使って、海藻の分解に関わる遺伝子の
世界分布を調べたところ、海苔の分解に関わる遺
伝子は圧倒的にアジア人の腸内細菌に多いことも
わかりました。

腸内に定着している細菌を遺伝的にアップグ
レードすることで、病気の治療や健康維持ができ
るような未来が訪れるかもしれません。

2022年3月9日 Cell Host and Microbiome
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1968年にはノーベル生理学・医学賞を受賞してい
るのね。

DNA上のタンパク質の設計図となる部分は「遺
伝子」と呼ばれていて、必要に応じて遺伝子から
メッセンジャーRNA (mRNA)と呼ばれる遺伝子の
コピーができるのよ（転写反応）。mRNAはDNA
と同じように4つの塩基を含むんだけど、Tのかわ
りにU（ウラシル）をつかっているの。

このmRNAの情報を読み取ってタンパク質をつ
くるとき（翻訳反応）に、3つの塩基が1つのアミ
ノ酸を指定するのよ。この遺伝暗号表は、ほとん
どすべての生物に共通しているのね。

ゲノムを解読するということは、その生き物を
理解するために、設計図に書いてある遺伝子やタ
ンパク質をカタログ化することなのよ。

ゲノム解読と社会への応用
1995年に、米国のTIGR研究所が世界で初めて

解読したのは「インフルエンザ菌」なんだな。
1990年にヒトゲノム解読計画の国際プロジェクト
が始まったんだけど、⾧くて複雑なヒトのゲノム
は解読するのは難しくて、最初はゲノムの⾧さが
比較的短い微生物のDNA配列が解析されたんだ。
大腸菌O157、コレラ菌やピロリ菌などのゲノムか
ら病原菌の特性を理解しようとしたり、メタン細
菌、乳酸菌や超好熱性古細菌などから有用物質を
探すためにゲノム解読が行われたんだ。その後、
生命をより深く理解するために、酵母やショウ
ジョウバエ、シロイヌナズナなど、遺伝学などで
使われているモデル生物のゲノムが解読され、

設計図を調べると何かいいこと
があるの?
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細胞培養技術の進歩により、様々な器官に分化
可能な万能細胞であるES細胞やiPS細胞から、胃
や腸、肝臓、腎臓などの臓器を生体外でつくれる
ようになりました。それらはオルガノイド
（organ: 臓器+～oid: ～に見える、の意）と呼ば
れ、実際の臓器より小さく、構造も単純ですが、
臓器の特定の機能を再現できることから、胚発生
過程の再現や、病気の発症プロセスの研究などに
用いられています。脳のオルガノイドもつくられ
ていて、様々な研究が行われています。マウスな
どでは胎児期に大量に男性ホルモンであるアンド
ロゲンにさらされることにより、脳が男性化する
ことがわかっていますが、ヒトでの変化は確認さ
れていませんでした。

そこで、英国の研究グループは、胎児期の脳発
達を再現する目的で、ES細胞から脳オルガノイド
をつくる途中で男性ホルモンにさらし、起こる変
化を調べました。すると、男性ホルモンにさらさ
れた細胞の容積が大きくなり、ニューロン密度の
増加も見られました。さらに詳しく調べたとこ
ろ、男性ホルモンは、興奮性ニューロンに特に影
響を与えていることがわかりました。

しかし、注意すべきことは、今回の実験は男性
ホルモンが脳の細胞に与える影響について調べら
れたものであり、脳の男女差に結びつけられるも
のではありません。様々な研究により、ヒトでは
男女差より個人差の方が大きいことが知られてい
ます。

2022年1月19日 Nature

脳オルガノイドの性分化

遺伝子ってなんだろう?
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さらに、私たちの生活に重要なニワトリ、ブタ、
ミツバチやイネなどの家畜や作物のゲノム解読も
進んだんだな。そして、DNA配列の解析技術も進
んできて、2003年、ついにヒトゲノムの解読に成
功したんだーな。それから、ヒトゲノムをより理
解するために、ヒトと遺伝的に近いマウスやチン
パンジーのゲノムも徹底的に調べられたんだ。

地球バイオゲノム計画で社会問題を解決
1990年代からのゲノム配列解析技術や生物情報

科学の急速な発展と、解析の自動化や人工知能（A
I）の進化を受けて、すごい計画が始まったんじゃ。
それが、地球バイオゲノム計画（EBP: Earth Bio
Genome Project）。これは、地球上に棲息する
150万にものぼる全ての真核生物種のゲノム情報を
10年間で明らかにしようとするもので、米国J.F.
ケネディ元大統領が1961年に発表した「アポロ計
画」のように、イノベーションで課題を打ち破る
「ムーンショット」の生物版と言えるのじゃ。計
画で得られた情報をもとに、生物の新たな基盤を
つくり、生物の多様性を理解し、利用し、そして
保全することによる人類社会の存続のための社会
問題の解決策を見出していくことを目的としてい
るのじゃ。ちょっと話が難しいかな。

地球バイオゲノム計画の進捗
2018年に始まったこの計画は現在、18ヶ国から

の48機関のパートナー組織に拡がって、ゲノム解
読に関する49の提携プロジェクトが進んでいるの
ね。国内からは、かずさDNA研究所と理化学研究
所（国立遺伝学研究所と共同）が参加していて、
それぞれ、植物と軟骨魚類（サメの仲間）のゲノ
ム解読で貢献しているのよ。

10年間のプロジェクトには３つのステップが
あって、フェーズIの最初の３年で、生物の分類
（生物/ドメイン/界/門/綱/目/科/属/種）の中で、
まず「科」を代表する1種ずつ（～9,400種類）の
ゲノム解読を目標にしているの。でも、2021年3
月の時点でゲノム配列が公開されている真核生物
種は6,480で、全ての種のうちのわずか0.43%な
の。だから英国のウェルカムサンガー研究所では、
1日あたり4種のゲノムを解読する計画を立てて、
目標達成を目指した努力が続けられているのよ。

13
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ハマタマボウキのゲノム解読
香川県農業試験場、東北大学との共同研究

ハマタマボウキは山口県から九州北部の砂浜海
岸に自生する日本固有種で、アスパラガスと遺伝
的に近く、交雑可能です。そして、アスパラガス
の主要病害のひとつで、カビの一種が感染するこ
とにより起こる茎枯（くきがれ）病に抵抗性をも
つことから、有用な遺伝資源として注目されてき
ました。

アスパラガスは欧州では春を告げる食べものと
して古くから好まれており、日本でも食用野菜と
しての価値が高くなっています。そこで、病気に
強い性質をもつアスパラガスの新品種開発を効率
化する目的で、ハマタマボウキのゲノムを解読し
ました（食用アスパラガスのゲノムは2017年に解
読されています）。

ハマタマボウキは、環境省レッドリスト絶滅危
惧IB類で、種の保護のためにもゲノム情報は重要
です。自生するハマタマボウキに食用アスパラガ
スの花粉が飛ぶなどして、交雑が起こる可能性も
あるからです。ハマタマボウキのゲノム情報は、
遺伝子汚染が進行しないよう、ゲノムチェックを
行う際の有効なツールとなることでしょう。

ハマタマボウキのゲノムの特徴
染色体数:2n = 20
ゲノムサイズ:約32億塩基対
遺伝子数:約55,000

2022年1月18日 DNA Research
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地球バイオゲノム計画がもたらす
壮大なヴィジョンと未来

150万種類の真核生物のゲノム配列情報を比較す
ることにより、地球上の生命に対する科学的解釈
に変革がもたらされ、生態系の進化と役割、生態
系における生物種の担う機能を理解し、その知識
を社会に活用することが期待されます。また、人
間の活動や気候変動がもたらす動植物の絶滅危機
を回避し、生物多様性を維持する方法など、地球
環境問題に対する解決策、ひいては人類存続のた
めの新たな提案が行われるでしょう。

脱炭素社会や資源循環型社会が持続的な開発目
標として世界中で叫ばれている中、バイオプラス
チックやバイオ燃料の開発をはじめ、生物資源を
利用した持続可能な経済を目指すバイオエコノ
ミー戦略を進める上で、この成果の経済的影響は
非常に大きいものと予想されます。新産業の創出
や雇用機会の増大のほか、そこから生まれる技術
により、農業、食料、健康、医療、環境、産業の
みならず、司法制度や国家安全保障にまで大きな
影響を与えると考えられます。

この壮大な計画がもたらす情報から、これまで人類が知りえな
かった多くの知識が生まれ、その知識を活かして、現代社会が
直面している、健康、環境、食料や経済など様々な社会問題に
革新的な解決策をもたらす知恵が生まれてくるでしょう。

生物の分類階級における真核生物種のゲノム解読の進捗（論文
の図を参考、一部改変）NCBIデータベースに登録された2021
年3月4日時点のデータ

12
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トマトの雄性不稔遺伝子を
特定

78号でトマトの雄性不稔遺伝子候補を特定した
研究を紹介しました。さらに研究が進めば、現在
流通している優れたF1品種の種を作るために行わ
れている、雄しべを取り除く手作業（除雄作業）
が不要になり、採種の高効率化が期待されます。

雄性不稔系統トマトのミトコンドリアのゲノム
には、orf137という遺伝子があり、それが雄性不
稔を引き起こす候補であるというのが前回の研究
の結論でした。そこで、ゲノム編集技術を使って
雄性不稔トマトのorf137を遺伝子破壊したところ、
雄性不稔ではなくなったので、orf137が雄性不稔
に関わる遺伝子であることが明らかになりました。

このゲノム編集は、その生物が元々持っている
遺伝子の働きを止める技術で、異種生物の遺伝子
を組み込む従来の遺伝子組換えとは一線を画しま
す。ノーベル賞につながったCRISPR/Cas9技術に
よってゲノム編集は広く使われるようになりまし
たが、ミトコンドリアのゲノムにはこれが適用で
きません。そこで共同研究者（東京大学）が開発
したmitoTALENという、別のゲノム編集技術を
使ってorf137を遺伝子破壊しました。

今回のゲノム編集は遺伝子を破壊するものでし
たが、逆に、雄性不稔でないトマトのミトコンド
リアゲノムをゲノム編集でorf137が機能するよう
に改変することもできるでしょう。そうなれば現
在流通している優秀なトマトF1品種の親株を雄性
不稔に改変することで、そのまま採取の高効率化
が可能になるかもしれません。

2022年2月25日 Plant Physiology

筑波大学、東京大学との共同研究
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新たなソメイヨシノ
開花予測技術の開発

各地に春到来を告げる桜前線は、近年の温暖化
の影響もあり、従来法での予測が難しくなってき
ています。そこで私たちは、2019年に解読したソ
メイヨシノのゲノム情報を基に、遺伝子が働く
（発現する）時期の解析による新たな開花予測法
の開発を進めてきました。

解析対象とする遺伝子を探すために、つぼみで
働く遺伝子を網羅的に調べました。そして、その
中から採取年度や場所に関わらず、開花の10-20
日前と、0-10日前に特徴的に働き始める遺伝子
（CBFbとCBFg）を開花予測遺伝子としました。
また、年間を通して働く遺伝子（CBFr）を比較対
象（コントロール）として選びました。そして、
これらの遺伝子の働きかたをハンディタイプの解
析装置を利用したPCR法で調べることにより、開
花日を予測できるようにしました。

今後は、より簡便に解析できる方法を開発し、
一本桜など観光の目玉となる樹木の開花日がその
場でわかるようにしたいと考えています。また、
この技術は、同じバラ科のナシやモモをはじめと
する、さまざまな果樹の開花予測に応用できるこ
とから、受粉時期の調整など、農作業の効率化に
つながると期待されています。

＊私有地での無断採取は違法です。研究用サンプルの採
種は、管理者の許可を得て実施しています。

2022年1月26日 Frontiers in Plant Science

島根大学、京都府立大学との共同研究
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血液中のタンパク質の
大規模解析
千葉県こども病院、千葉大学との共同研究

小児の希少疾患である全身型若年性特発性関節
炎は、⾧期間にわたって発熱や発疹、関節炎など
の全身症状をきたす原因不明の疾患です（指定難
病107）。10万人あたり4人程度で発症しますが、
その発症メカニズムの解明やその病気を特徴づけ
る物質の発見には至っていません。

これまでに、血液中のタンパク質大規模解析
（血清プロテオーム解析）を行い、疾患の早期発
見などに結びつけるための技術開発を進めてきま
した。DIA-MS技術（高感度なタンパク質解析）と
血清の高濃度タンパク除去処理を組み合わせるこ
とで、解析できるタンパク質の数を大幅に増やす
ことを可能にしてきました。

今回、その応用として、全身型若年性特発性関
節炎の患者さんの血清を分析し、合計2,700を超え
るタンパク質の検出に成功しました。さらに、タ
ンパク質の詳細な分析により、この疾患で変化す
る591個のタンパク質を同定し、機能解析から、新
たに免疫プロテアソーム（免疫に関わるタンパク
質複合体）の存在を発見することができました。

今回の発見は、全身型若年性特発性関節炎の発
症メカニズムの解明や治療法の確立につながるこ
とでしょう。また、この血清プロテオーム解析は、
他の病気にも応用可能で、今後、多くの疾患メカ
ニズムの解明やバイオマーカーの発見に役立つと
期待できます。

2022年2月14日 ACS Omega
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植物による物質生産技術
東北大学との共同研究

地球温暖化や天然資源の枯渇など人類が直面して
いる危機を乗り越える上で、植物で工業原材料や医
薬品原材料を生産するためのバイオテクノロジーが
注目されています。しかしそこには植物特有の技術
的な問題があります。合成経路を構成する多種類の
遺伝子を入れてもその一部しか働かない、世代を経
ると働かなくなる、などです。

そのような問題の解決には、植物の中でDNAの
状態がどのように変化し、どのようにしたら望まし
い状態にできるのかを知ることが大切です。DNA
はヒストンと呼ばれるタンパク質に巻き付いて存在
しているのですが、ヒストンの状態や種類が変わる
ことで、広い領域にわたって遺伝子がONになった
りOFFになったりするのです。

染色体工学研究室では、動物細胞を使ってDNA
の状態を人為的に変化させる研究を、⾧大な繰り返
し配列の合成DNAを利用して進めてきました。そ
して、この技術を植物に応用できないか試みること
にしました。しかし、植物に人工的な⾧大な繰り返
し配列を無傷で導入できた例はありません。

動物細胞での経験を活かし、6万塩基対という⾧
い繰り返し配列に3個の遺伝子を挿入したDNAをタ
バコの細胞に入れました。その結果、繰り返し配列
が無傷であり、3個の遺伝子が十分機能しており、
動物細胞で用いたDNA状態を調べる方法がここで
も有効であることなどを確認しました。植物に入れ
たDNAの状態を操作し、植物で外来遺伝子を働か
せる技術的問題の解決の一歩となりました。

2022年2月18日 Plant Biotechonogy

ON!
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植物鉢の無人搬送装置の開発

近年、ゲノム情報の解析スピードと精度が向上
し、様々な栽培作物でDNA情報が得られるように
なりました。これらの情報を育種に活かすために
は、DNAの配列情報に対応した形質情報（表現
型）も必要になります。しかし、形質情報のデータ
は手作業で収集したアナログデータが大部分を占め
ます。そこで、たくさんの植物体を高精度に観察
し、成⾧の様子、花や果実の色・形・大きさなどを
数値化・分類するデジタル計測技術の整備が進めら
れています。

私たちはこれまでにも、写真測量で使われている
3Dモデル構築法を改良して、植物の形質を定量的
にデジタル計測する技術の開発を行ってきました。
この装置は温室の一角に設置しています。今回はそ
の場所まで植木鉢を運搬する作業を自動化する、植
木鉢を無人で搬送するための装置を開発しました。
この装置は、床に張られた磁気テープから信号を受
け取って指定されたルートを走行し、植木鉢を計測
機器まで運びます。従来の装置よりも安く導入する
ことができ、メンテナンス性も良く、レイアウトの
変更も容易です。この装置により、多くの研究開発
現場で高精度なデジタル計測技術による形質情報の
収集ができれば、DNA情報を用いた品種改良が加
速すると期待されます。

将来、デジタル計測による栽培管理が容易になれ
ば、細かい生産管理ができるようになり、「畑で生
まれる隠れ食品ロス」の抑制にもつながることで
しょう。

2022年2月17日 Breeding Science

宮崎大学、スアナサイエンスとの共同研究


